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自然災害等に備えた防災対策、保健・医療・福祉・教育の充実による

「安心して住めるまちづくり」
農林業の振興、歴史的資産、豊かな自然資源を活かした施策の展開による

「農林業が元気で、豊かな経験・自然資源を生かしたまちづくり」
地域間交流の促進、人づくり・魅力づくり・活力づくり活動への支援による

「交流とふれあいのまちづくり」
� を目指した予算の編成となっています。

　今定例会では、４月１日スタートの静岡地域消防救急広域化（静岡市・島田市・
牧之原市・吉田町・川根本町）に伴う規約の廃止・制定を始め、50年ぶりとなる行
政不服審査法改正に伴う条例の制定及び関係条例の改正、他14件の条例改正や、27
年度補正予算５件、28年度予算７件、工事請負契約の変更２件、財産の取得、計画
策定２件など、全38件の議案が提出され、原案通り可決されました。５日間に渡る
予算特別委員会や、最終日の５人の議員による一般質問では、人口減少対策や高度
情報基盤整備事業の費用対効果・利活用、豊かな地域資源等を生かしたまちづくり
などについて、町長の思い、考え、今後の対応等について質問を行いました。

平成28年度一般会計予算
前年度比3.8％（2億4400万円）の減

62億1700万円

23日間に及ぶ3月定例議会終了
提案された38議案　全て原案通り可決 平成28年3月

定例会
3月2日～24日

塩郷の吊橋（恋金橋） 徳山の枝垂れ桜並木 広域消防運用開始式の行われた
静岡市消防局（司令センター）
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◎高校卒業までの子どもの医療費完全無料は県内２町だけ
◎情報基盤の利活用で若者呼び込み・IT企業誘致にチャレンジ！
◎若者交流センター奥流（おうる）で地域活性化

子育て支援事業
【未来を担う子どもたちが大きな夢をもち、生き生き育つ町づくり】
◎放課後子ども総合プラン推進事業　16,622千円（4,051増）
・放課後子ども教室の運営（南部・中央・第一・本小）
・�放課後児童クラブ運営（６年生まで、シルバー人材センター委託を、かわ
ね来風へ変更）

◎医療費助成事業　21,636千円（同額）
・こども医療費助成　高校卒業相当まで入院・通院医療費助成ほか

地域活性化対策
【地域資源（人・自然・歴史・文化等）を生かし人口減少の克服】
◎�情報政策の推進　54,921千円（376増）　高度情報基盤の運用と利活用
◎�エコツーリズム推進事業　6,325千円（1,927増）　多彩な地域資源を
活かした交流人口の拡大
◎�ユネスコエコパーク推進事業　7,942千円（△1,976）自然と文化を守
り、共生し、積極的な活動を進める

地域間交流の促進
【当町の素晴らしさを町内外に発信し、国内外の交流促進に努める】
◎若者交流センター奥流（おうる）関連事業　45,000千円　ITキャンプ
◎中学生海外英語研修　8,100千円　◎地域起こし協力隊　6,622千円
◎大井川流域観光　10,000千円　トーマス号を生かした誘客・交流
◎町営観光施設等誘客拡大　1,650千円　キャンプ場利用者への温泉誘客
◎（仮称）まるごと川根本町遊湯得（ゆうゆう）事業　8,500千円

移住・定住促進事業
【移住・定住を加速させ、活力の向上と安心・快適な地域社会をつくる】
◎定住促進住宅建設補助　12,000千円　新築5/100、限度額300千円
◎空き家改修補助　3,000千円　1/2、限度額500千円
　（町内に在学する子がいる場合は限度額1,000千円）
◎住宅リフォーム補助　15,000千円　20％以内、上限200千円
◎起業及び事業継続チャレンジ補助　5,100千円
新規起業者（改修費の1/2、上限1,000千円、家賃補助1/2以内、月額
上限25千円）。既存事業者（改修費の1/3以内、上限500千円）

※その他、◎農林業センター事務所・車庫改築55,186千円、ドラム式萎凋機導入3,618千円
　　　　　◎茶茗舘運営費（町直営）35,393千円（13,760千円増）
　　　　　◎音戯の郷運営費73,851千円（13,413千円増）

〈主要事業の内訳〉

注目 !

放課後児童クラブ

エコツーリズム事業カヌー活用

小学５年生県外体験　名刺交換

若者の田舎体験ツアー
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一
般
会
計

総
務
課

問

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

対
応
に
つ
い
て
。

答

約
80
％
の
対
応
、
地

区
の
バ
ラ
ン
ス
、
現
場
を

み
て
確
認
し
て
い
る
。

問

消
防
広
域
化
に
な
り

北
分
遺
所
の
体
制
は
。

答

広
域
化
さ
れ
る
が
基

本
的
な
事
は
変
わ
ら
な
い
。

企
画
課

問

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
。

答

Ｓ
Ｌ
の
乗
車
券
、
宿

泊
券
な
ど
も
考
え
充
実
す

る
。

問

空
き
家
改
修
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
。

答

登
録
し
て
い
な
け
れ

ば
改
修
で
き
な
い
の
で
広

く
所
有
者
に
周
知
す
る
。

問

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
設
備
に

つ
い
て
。

答

昨
年
度
、
本
年
度
の

整
備
を
あ
わ
せ
10
箇
所
予

定
、
町
内
施
設
は
パ
ス

ワ
ー
ド
で
無
料
。

税
務
課

問

歳
入
の
関
係
で
長
島

ダ
ム
交
付
金
及
び
納
付
金

に
つ
い
て
。

答

平
成
28
年
度
４
億
８�

８
９
２
万
７
千
円
、
前
年

対
比
△
１
千
２
２
０
万
１�

千
円
。

福
祉
課

問

各
保
育
園
の
定
員
数

答

三
ツ
星
70
人
、
桜
40

人
、
聖
母
30
人
、
さ
ゆ
り

幼
稚
園
20
人
。

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

業
務
委
託
料
は
。

答

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
か
わ
ね
来
風
に

移
行
、
事
務
員
経
費
の
増
。

生
活
健
康
課

問

コ
ン
ビ
ニ
サ
ー
ビ
ス

提
供
使
用
料
に
つ
い
て
。

答

住
民
票
、
印
鑑
証
明

戸
籍
関
係
の
対
応
を
予
定

平
成
29
年
１
月
か
ら
３
か

月
分
の
予
算
計
上
。

問

地
域
医
療
推
進
費
は
。

答

保
守
点
検
は
医
師
負

担
で
、
希
望
す
る
機
器
を

町
が
購
入
し
て
い
る
。

問

し
尿
処
理
費
は
。

答

島
田
市
が
脱
退
す
る

こ
と
も
決
ま
り
施
設
が
健

全
運
営
で
き
る
よ
う
必
要

が
あ
れ
ば
予
算
化
し
て
い

く
。

産
業
課

問

荒
廃
農
地
調
査
費
は
。

答

農
業
委
員
が
担
当
し

て
い
る
地
区
ご
と
に
調
査
。

機
構
集
積
支
援
員
に
よ
り

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。

問

茶
茗
舘
イ
ベ
ン
ト
委

託
料
に
関
す
る
方
向
性
は
。

答

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
委
ね
る
が
川
根
茶
発

信
機
能
を
第
一
に
考
え
る
。

問

桑
野
山
貯
木
場
に
お

け
る
製
材
所
整
備
は
。

答

こ
の
町
に
適
応
し
た

も
の
を
関
係
者
と
協
議
。

商
工
観
光
課

問

大
井
川
ダ
ム
流
域
連

携
協
議
会
負
担
金
は
。

答

島
田
市
地
域
づ
く
り

課
長
が
会
長
で
７
市
２
町

の
構
成
、
当
町
分
担
金
３�

２
５
万
４
千
円
、
全
体
で

７
０
６
万
２
千
円
で
あ
る
。

問

地
域
商
工
活
性
化
事

業
費
補
助
金
に
つ
い
て
。

答

10
％
上
乗
せ
し
35
％

と
す
る
。
商
工
会
の
活
性

化
に
期
待
し
た
い
。

問

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
推
進
費
に
つ
い
て
。

答

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
委
託
す

る
予
算
。

建
設
課

問

地
籍
調
査
事
業
の
減

額
に
つ
い
て
。

答

県
法
務
局
の
送
り
込

み
作
業
に
充
て
、
滞
っ
て

い
る
作
業
の
調
整
を
は
か

る
。

問

道
路
維
持
費
、
保
安

林
解
除
申
請
に
つ
い
て
。

答

町
道
に
保
安
林
指
定

が
あ
る
箇
所
の
申
請
。

問

町
営
住
宅
管
理
費
、

今
後
の
改
修
予
定
は
。

答

住
宅
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
計
画
さ
れ
て
い

る
が
住
宅
状
況
を
再
確
認

し
検
討
す
る
。

　
３
月
定
例
会
初
日
（
２
日
）
に
予
算
特
別
委
員
会

（
委
員
長
薗
田
靖
邦
・
副
委
員
長
芹
澤
廣
行
）
付
託

と
し
た

　
平
成
28
年
度
川
根
本
町
予
算
は
３
日
～
９
日
ま
で

担
当
課
別
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
９
日
に
は
現
地

調
査
を
実
施
、
そ
の
後
採
決
を
行
い
、
５
件
の
予
算

す
べ
て
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
を

抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

予算特別委員会の審査状　 況を報告します
� 審査日　３月３日～９日

増え続ける耕作放棄地
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教
育
総
務
課

問

交
流
セ
ン
タ
ー
施
設

運
営
に
つ
い
て
。

答

舎
監
業
務
は
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ガ
ー
ド
、
給
食
業

務
は
丹
田
商
店
に
お
願
い

す
る
。

問

中
学
生
海
外
研
修
は
。

答

本
年
と
同
じ
カ
ナ
ダ

で
あ
る
が
平
成
29
年
度
か

ら
高
校
生
も
考
え
た
い
。

生
涯
学
習
課

問

小
学
５
年
生
県
外
体

験
学
習
に
つ
い
て
。

答

子
供
達
の
行
事
も
多

く
10
月
に
変
更
し
た
。
静

岡
空
港
の
利
活
用
も
考
え
、

北
海
道
札
幌
市
周
辺
と
し

た
。

問

文
化
会
館
運
営
費
は
。

答

周
知
方
法
と
し
て
広

報
誌
掲
載
、
か
わ
ね
フ
ォ

ン
で
の
お
知
ら
せ
動
画
等

今
後
も
地
道
な
集
客
を
行

う
。

問

カ
ヌ
ー
の
町
の
再
興

に
つ
い
て
。

答

競
技
カ
ヌ
ー
に
つ
い

て
は
問
題
も
多
い
が
後
継

者
の
育
成
は
必
要
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

問

国
保
広
域
化
に
つ
い

い
て
分
か
る
範
囲
で
教
え

て
ほ
し
い
。

答

28
年
度
に
県
レ
ベ
ル

調
整
会
議
を
持
ち
、
保
険

料
の
考
え
方
を
県
段
階
で

協
議
す
る
。
県
を
３
地
区

に
分
け
て
進
め
る
。
現
時

点
で
は
国
か
ら
の
詳
細
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

要
望

平
成
28
年
度
29
年

度
と
所
得
割
が
上
る
の
で

対
象
者
数
や
金
額
の
詳
細

資
料
を
配
布
さ
れ
た
い
。

介
護
保
険
事
業

問

低
所
得
者
等
の
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と

な
る
個
人
負
担
は
い
く
ら

か
。

答

現
役
並
み
所
得
世
帯

で
上
限
月
額
４
万
４
千
円
、

一
般
世
帯
３
万
７
千
円
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
２
万�

４
６
０
０
円

簡
易
水
道
事
業

問

公
課
費
で
消
費
税
に

つ
い
て
水
道
料
金
に
占
め

る
消
費
税
の
額
は
い
く
ら

か
。

答

水
道
料
金
収
入
、
予

算
額
１
億
８
６
１
万
３
千

円
の
内
８
０
４
万
５
千
円

問

工
事
費
の
減
は
。

答

27
年
度
に
大
き
な
工

事
が
終
了
し
た
の
で
、
28

年
度
は
各
施
設
の
維
持
修

繕
で
1
千
７
８
７
万
８
千

円
計
上
し
た
。

い
や
し
の
里
診
療
所
事
業

問

医
薬
材
料
費
の
増
額

理
由
は
。

答

主
な
増
額
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
薬
代
の
増
額

ま 

と 

め

　

連
日
、
各
課
課
長
、
職
員
の
説
明
を
受
け
委
員
か
ら

質
疑
、
要
望
、
意
見
等
が
出
さ
れ
町
長
は
じ
め
担
当
課

が
回
答
、
施
策
に
対
す
る
考
え
方
、
方
針
を
示
し
て
い

た
だ
い
た
事
を
、
い
く
つ
か
抜
粋
し
て
記
載
し
ま
す
。

又
、
審
査
終
了
後
、
現
地
調
査
と
し
て
青
部
土
捨
て
場

の
関
係
で
長
島
ダ
ム
工
事
事
務
所
長
の
説
明
、
土
捨
て

場
予
定
地
を
現
地
調
査
し
ま
し
た
。

　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長　
薗
田
靖
邦　
　
副
委
員
長　
芹
澤
廣
行

現
地
視
察

　

予
算
特
別
委
員
会
審
査
最
終
日
の
９
日
午
後
１
時
か

ら
、
予
算
に
関
す
る
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

１�

．
長
島
ダ
ム
工
事
事
務
所
で
は
、
貯
砂
ダ
ム
か
ら
の

堆
積
土
砂
の
搬
出
場
所
の
状
況
や
搬
出
計
画
に
つ
い

て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

２�

．
接
岨
峡
大
橋
付
近
で
は
、
堆
積
土
砂
の
搬
出
用
道

路
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

３�

．
青
部
土
捨
て
場
予
定

地
（
28
年
度
以
降
埋
立

予
定
事
業
）

平成28年度　予算総額62億1700万円

予算特別委員会の審査状　 況を報告します

青部土捨て場予定地視察
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付託議案2件の 常任委員会審査報告
平成28年3月10日（木）審査日

第
一
常
任
委
員
会
審
査
報
告

　

第
一
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、
議
案

第
５
号
「
川
根
本
町
行
政

不
服
審
査
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」
お
よ
び
議
案

第
18
号
「
第
２
次
川
根
本

町
総
合
計
画
基
本
構
想
の

策
定
に
つ
い
て
」
の
２
件

で
す
。

　

担
当
課
長
よ
り
説
明
の

後
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま

し
た
。

議
案
第
５
号
審
査
内
容

　

改
正
に
伴
い
不
服
申
し

立
て
を
諮
問
す
る
第
三
者

機
関
と
し
て
行
政
不
服
審

査
会
を
設
置
す
る
た
め
の

組
織
、
運
営
な
ど
を
規
定

す
る
条
例
で
あ
る
。

　

質
疑
応
答
の
主
な
内
容

を
抜
粋
し
て
記
載
し
ま
す
。

問

諮
問
に
応
じ
審
査
会

が
行
う
調
査
容
認
に
係
る

手
続
き
及
び
公
文
書
は
公

開
し
な
い
と
あ
る
が
そ
の

意
味
は
。

答

行
政
不
服
審
査
会
に

係
る
審
議
内
容
は
非
公
開

で
す
。
審
査
中
の
案
件
は
、

本
人
も
聴
け
、
意
見
も
言

え
幅
が
広
が
っ
た
と
い
う

捉
え
方
で
あ
る
。

議
案
第
18
号
「
第
２
次
川

根
本
町
総
合
計
画
基
本
構

想
の
策
定
に
つ
い
て
」

審
査
内
容　
平
成
18
年
度

に
策
定
さ
れ
た
第
１
次
総

合
計
画
が
28
年
度
で
計
画

満
了
と
な
る
た
め
の
基
本

構
想
で
あ
る
。

　

質
疑
応
答
の
主
な
内
容

を
抜
粋
し
て
記
載
し
ま
す
。

問

先
月
の
未
来
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
中
で
町
長
の
人
材

育
成
に
お
い
て
「
町
外
か

ら
の
呼
び
込
み
も
考
え
な

く
て
は
」
と
言
っ
た
が
、

こ
の
計
画
の
ど
こ
が
主
た

る
も
の
か
。

答

ダ
イ
レ
ク
ト
な
表
現

は
な
い
が
外
か
ら
の
人
材

の
多
様
、
人
づ
く
り
に
取

り
組
む
姿
勢
は
う
た
っ
て

あ
る
と
思
う
。

　

２
議
案
と
も
討
論
は
な

く
起
立
全
員
に
よ
り
可
決

　
（
第
一
常
任
委
員
会
）

�

委
員
長　
薗
田
靖
邦

【現　行】

※審理を行う者についての
　規定なし

【改正後】

審査庁

審理員

行政不服審査会等

参加人 処分庁等
（例）出先機関の長

審査請求人

（例）大臣、知事、市町村長

※原処分又は裁決の
　際に他の第三者機
　関の関与がある場
　合や審査請求を却
　下する場合、審査
　請求の全部を認容
　する場合等は、諮
　問は不要

⑦裁決⑦裁決

③審理③審理

②主張・証拠資料提出②主張・証拠資料提出

①指名①指名

⑤諮問⑤諮問⑥答申⑥答申

④審理員
　意見書
④審理員
　意見書

（原処分に関与していない
 などの除斥事由あり）

国：行政不服審査会（総務省）
地方：執行機関の附属機関

審査庁

参加人 処分庁等
（例）出先機関の長

審査請求人

（例）大臣、知事、市町村長
③裁決③裁決

②審理②審理

①主張・証拠資料提出①主張・証拠資料提出
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条

例

関

係

◎
行
政
不
服
審
査
法
の
施

行
に
伴
う
条
例
制
定
等
２

件◎
条
例
の
一
部
改
正
等
13

件

�

全
員
賛
成
で
可
決

◎
課
の
設
置
条
例
の
改
正

（
情
報
政
策
課
新
設
）

�

賛
成
多
数
で
可
決

財
産
の
取
得

◎
青
部
地
区
土
地
購
入
59

筆　
１
万
３
８
８
８
㎡　

２
９
３
９
万
８
千
円

�

全
員
賛
成
で
可
決

工
事
請
負
契
約
の
変
更

◎
高
度
情
報
基
盤
整
備
事

業
付
帯
工
事
（
京
セ
ラ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
㈱
）

約
７
１
２
２
万
５
千
円
増

額
し
て
２
億
１
０
８
０
万

円
に

�

全
員
賛
成
で
可
決

第
二
次
総
合
計
画

◎
基
本
構
想
策
定
（
平
成

29
～
38
年
）

�

全
員
賛
成
で
可
決

補

正

予

算

◎
一
般
会
計
（
七
号
）

３
億
３
３
８
５
万
５
千
円

減
額
し
て
予
算
総
額
約
70�

億
２
３
０
０
万
円
に

�

全
員
賛
成
で
可
決

◎
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険（
三
号
）

○
簡
易
水
道（
二
号
）

○
い
や
し
の
里
診
療
所

�

（
四
号
）

�

全
員
賛
成
で
可
決

平
成
28
年
度
予
算

◎
一
般
会
計
予
算

62
億
１
７
０
０
万
円

�

賛
成
多
数
で
可
決

◎
特
別
会
計
予
算

○
国
民
健
康
保
険
事
業

10
億
１
３
２
０
万
円

�

全
員
賛
成
で
可
決

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

１
億
２
２
２
０
万
円

�

賛
成
多
数
で
可
決

○
介
護
保
険
事
業

12
億
５
４
９
０
万
円

�

全
員
賛
成
で
可
決

○
簡
易
水
道
事
業

２
億
１
２
７
０
万
円

�

全
員
賛
成
で
可
決

○
温
泉
事
業

３
１
５
０
万
円

�

全
員
賛
成
で
可
決

○
い
や
し
の
里
診
療
所

４
７
１
０
万
円

�

全
員
賛
成
で
可
決

補

正

予

算

◎
一
般
会
計
（
八
号
）　

３
１
２
８
万
８
千
円
追
加

し
て
予
算
総
額
約
70
億
５�

４
３
０
万
円

�

全
員
賛
成
で
可
決

発
　
　
　
議

○
議
会
の
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

第
１
常
任
委
員
会
の
所
管

に
情
報
政
策
課
を
加
え
る

�

全
員
賛
成
で
可
決

28年度
一般会計予算

28年度
後期高齢者医療事業
特別会計予算

川根本町課設置条例の
一部を改正する条例

 

鈴
木
議
員

　

大
半
は
町
民
に
必
要
不
可
欠
・
安

心
安
全
の
予
算
で
職
員
の
努
力
に
感
謝
。

一
方
か
わ
ね
フ
ォ
ン
１
台
月
８
０
０
円
、

年
２
千
８
０
０
万
円
超
の
利
用
料
負
担

金
は
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
の
相
殺
と
す
べ
き
。

合
併
10
年
後
か
ら
地
方
交
付
税
が
減
ら

さ
れ
、
町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
財

源
を
圧
迫
す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連

経
費
も
個
人
の
情
報
漏
洩
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
の
恐
れ
な
ど
反
対
の
声
が
強

い
。
若
者
や
企
業
を
呼
び
込
み
、
観

光
・
交
流
人
口
を
増
す
た
め
に
も
ま
ず

は
町
民
が
望
む
子
育
て
・
若
者
支
援
の

拡
充
が
重
要
な
の
に
消
極
的
。

 

中
澤
議
員

　

平
成
28
年
度
予
算
は
、

『
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ

く
り
』、『
農
林
業
が
元
気
で
、

豊
か
な
経
験
・
自
然
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
』、『
交
流

と
ふ
れ
あ
い
の
町
づ
く
り
を
』

目
指
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
住
民
の
誰
も
が
安

心
・
安
全
に
自
分
ら
し
く
こ

の
町
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
欠
か
せ
な
い
事
業
を
行
う

た
め
必
要
な
予
算
で
あ
る
と

考
え
、
賛
成
と
す
る
。

 

鈴
木
議
員

　

75
才
以
上
の
高
齢
者
を
他
の
全
て

の
医
療
保
険
か
ら
外
し
て
県
単
位
で
囲

い
込
み
、
わ
ず
か
な
年
金
が
た
よ
り
の

高
齢
者
に
際
限
な
い
値
上
げ
と
我
慢
を

押
し
付
け
る
親
不
孝
制
度
。
28
年
度
も

県
内
で
一
番
医
療
費
が
低
い
当
町
の
高

齢
者
に
、
１
人
平
均
千
円
を
超
す
値
上

げ
を
押
し
付
け
、
町
や
高
齢
者
の
努
力

も
認
め
な
い
欠
陥
制
度
に
よ
る
会
計
。

 

中
澤
議
員

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
が

安
心
し
て
医
療
機
関
で
の
医

療
の
提
供
を
受
け
る
た
め
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
安

定
し
た
医
療
制
度
の
維
持
の

た
め
必
要
な
も
の
で
あ
る
と

認
め
賛
成
と
す
る
。

 

鈴
木
議
員

　

情
報
政
策
室
を
少
人
数
の
課
に
し

て
も
、
元
々
町
民
の
合
意
で
始
め
た
訳

で
は
な
い
か
わ
ね
フ
ォ
ン
へ
の
苦
情
や

要
望
が
ま
す
ま
す
届
か
な
く
な
る
。
今

後
も
多
大
な
経
費
が
予
測
さ
れ
る
情
報

基
盤
の
利
活
用
は
、
町
民
の
理
解
と
協

力
を
ど
れ
だ
け
得
ら
れ
る
か
が
カ
ギ
。

 

中
澤
議
員

　

平
成
27
年
度
に
完
成
し

た
高
度
情
報
基
盤
事
業
の
本

格
的
な
運
用
及
び
利
活
用
を

円
滑
か
つ
迅
速
に
推
進
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
新
た
な

課
の
設
置
（
組
織
の
充
実
・

強
化
）
で
あ
り
、
必
要
と
認

め
賛
成
と
す
る
。

３
月
議
会
で

�

決
ま
っ
た
こ
と

反対!!反対!!反対!!

賛成!!賛成!!賛成!!
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質
問

的
を
絞
っ
た
施
策

の
展
開
、
高
度
情
報
基
盤

整
備
事
業
か
ら
の
モ
デ
ル

地
域
の
必
要
性
、
そ
の
た

め
の
補
助
制
度
の
活
用
。

町
長

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
通
信
網
が
整
っ
た
民

間
事
業
者
に
よ
る
高
齢
者

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
実
証
実

験
も
新
聞
報
道
さ
れ
認
識

さ
れ
始
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
利
活
用
し
、
町
の
課

題
解
決
す
る
よ
う
な
補
助

制
度
を
積
極
的
に
利
用
す

る
。
重
要
な
事
は
、
し
っ

か
り
と
し
た
目
的
を
設
定

す
る
事
で
整
備
し
た
通
信

環
境
を
十
分
に
生
か
す
事
。

質
問

普
通
交
付
税
の
減

額
か
ら
財
源
確
保
の
重
要

性
に
つ
い
て
。

町
長

林
野
庁
、
環
境
省

の
関
係
か
ら
森
林
交
付
税

を
全
国
展
開
し
て
い
る
組

織
が
あ
る
。
そ
の
様
な
制

度
を
今
、
検
討
し
て
い
る
。

質
問

次
世
代
の
子
供
達

へ
の
更
な
る
補
助
率
ア
ッ

プ
と
無
料
化
で
き
る
も
の

の
積
算
は
。

教
育
総
務
課
長

無
料
化

と
か
軽
減
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
も
の
は
学
校
給
食

費
が
あ
げ
ら
れ
る
。
参
考

ま
で
に
積
算
は
平
成
27
年

度
に
お
い
て
軽
減
し
た
場

合
、
概
算
で
１
６
８
８
万

円
、
全
額
町
負
担
、
第
２

子
以
降
を
全
て
無
料
、
約

５
６
７
万
円
、
第
２
子
半

額
に
し
て
第
３
子
以
降
を

無
料
、
約
３
３
０
万
円
。

福
祉
課
長

保
育
料
に
つ

い
て
は
、
国
の
制
度
に
合

わ
せ
年
収
３
６
０
万
円
未

満
の
世
帯
に
つ
い
て
保
育

料
負
担
軽
減
と
し
て
多
子

計
算
に
係
る
年
齢
制
限
を

撤
廃
し
、
当
町
に
お
い
て

は
第
２
子
を
半
額
、
第
３

子
以
降
の
無
償
化
を
完
全

実
施
し
た
場
合
は
約
１
０�

０
０
万
円
の
一
般
財
源
が

必
要
。

質
問

戦
略
室
構
想
と
方

向
性
を
決
定
し
て
い
く
事

業
に
つ
い
て
。

企
画
課
長

毎
年
度
、
総

合
戦
略
の
進
捗
状
況
を
検

証
し
て
改
善
が
必
要
な
場

合
は
的
確
に
対
処
す
る
。

質
問

重
点
分
野
へ
の
人

材
集
中
に
つ
い
て
。
新
設

す
る
課
、
情
報
政
策
課
だ

け
の
対
応
で
進
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
。

町
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用

し
な
い
事
に
は
前
に
進
ま

な
い
時
代
背
景
。
課
を
設

置
し
て
横
断
的
な
対
応
を

す
る
。

質
問

町
長
直
属
の
機
関

の
位
置
づ
け
に
し
た
ら
ど

う
か
。

副
町
長

町
長
の
意
思
が

よ
り
明
確
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
な
執
行
部
局
に
よ
り

近
い
位
置
づ
け
に
す
る
。

質
問

短
期
間
で
効
果
を

上
げ
る
人
材
集
中
に
つ
い

て
。

町
長

当
然
な
が
ら
人
材

を
集
中
す
る
。

質
問

地
方
創
生
に
か
か

る
総
合
戦
略
、
合
併
特
例

債
を
使
っ
た
事
業
が
ま
だ

あ
る
の
か
。

総
務
課
長

新
町
建
設
計

画
に
掲
載
さ
れ
た
事
業
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

残
額
と
し
て
21
億
６
０
０�

０
万
円
程
あ
る
。

質
問

機
構
改
革
に
つ
い

て
部
局
の
統
廃
合
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

結
成
は
考
え
て
い
る
か
。

町
長

臨
機
応
変
に
対
応

す
る
。
今
の
時
代
に
合
っ

た
組
織
と
し
て
や
る
べ
き
。

質
問

以
上
の
事
を
踏
ま

え
、
要
望
と
し
て
総
務
課

の
行
政
改
革
室
と
企
画
課

の
、
ま
ち
づ
く
り
室
を
統

合
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長

も
う
一
つ
言
わ
せ

て
い
た
だ
く
と
、
財
政
も

絡
め
て
企
画
が
動
き
や
す

い
の
で
は
な
い
か
。
早
い

段
階
で
検
討
し
来
年
度
の

機
構
改
革
に
間
に
合
わ
せ

て
動
き
が
と
れ
れ
ば
と
思

う
。

薗田　靖邦 議員

問
○次年度予算から思う町の将来について
○重点分野への人材集中について
　〈人づくりと機構改革の重要性〉

答
○交付税制度の見直しを注視しつつ事業を実施するための財
源の確保に努力する
○職員一人一人の能力を最大限活用、より柔軟に対応できる
組織体制、新たな行政サービスの確立

川根本町の将来を担う子たち
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質
問

青
部
バ
イ
パ
ス
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
伴
な
い
現

有
し
て
い
る
旧
青
部
小
学

校
敷
地
と
、
青
部
地
区
住

民
の
方
か
ら
購
入
取
得
し

た
土
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

旧
青
部
小
学
校
の

敷
地
３
５
９
５
㎡
、
町
が

購
入
取
得
で
き
た
土
地
面

積
１
万
３
８
８
８
㎡
、
合

計
約
１
万
７
５
０
０
㎡
弱

と
な
っ
て
い
ま
す
。

埋
め
立
て
後
の
土
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
す
る
会
を
設
け
な
が

ら
協
議
し
て
い
く
考
え
で

す
。

質
問

旧
青
部
小
学
校
の

建
物
の
活
用
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
か
伺
う
。

町
長

協
議
会
設
立
後
、

旧
小
学
校
の
建
物
を
ど
う

す
る
か
協
議
し
て
い
く
考

え
で
す
が
、
地
元
青
部
地

区
の
皆
様
の
協
議
の
流
れ

か
ら
も
、
基
本
的
に
は
残

さ
な
い
、
残
せ
な
い
の
方

向
で
お
知
ら
せ
は
し
て
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
実
的
な
話
に
な
り
ま
す

と
、
現
在
の
建
物
を
移
築

し
よ
う
と
し
た
場
合
、
多

額
の
費
用
が
必
要
な
上
、

利
用
の
た
め
に
は
耐
震
性

を
確
保
す
る
必
要
も
あ
る

の
が
現
状
で
す
。

質
問

現
在
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
る
青
部
の
吊
り

橋
に
つ
い
て
、
今
後
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
処
を

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

町
長

河
川
管
理
者
で
あ

る
静
岡
県
か
ら
の
指
導
に

よ
り
、
吊
り
橋
の
所
有
者

で
あ
る
中
部
電
力
株
式
会

社
は
、
吊
り
橋
撤
去
の
準

備
の
た
め
通
行
止
め
と
し

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
撤
去
根
拠
と
な

る
違
法
な
河
川
占
用
に
つ

き
ま
し
て
は
改
善
を
す
れ

ば
問
題
が
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
吊
り
橋
の
撤
去
に

つ
い
て
は
白
紙
撤
回
を
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
県
は
吊
り
橋
を
残

す
前
提
で
、
中
部
電
力
、

本
町
と
数
回
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
吊
り
橋
を
ど
う

す
る
か
に
つ
い
て
は
結
論

が
出
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
町
と
し
て
は
ど
の

様
な
結
果
に
な
る
か
見

守
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

残
す
た
め
に
は
修
繕
費
用

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

難
し
い
問
題
で
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
質
問

南
ア
ル
プ
ス
南
部

地
区
活
性
化
推
進
協
議
会

の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

本
町
、
早
川
町
、

静
岡
市
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る

連
携
交
流
、
自
然
保
護
、

人
と
人
の
繋
が
り
の
活
性

化
を
は
か
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

芹澤　廣行 議員

青部小学校

問
○青部地区の町が取得した土地利用について
○南アルプス南部地区活性化推進協議会につ
いて

答
○埋め立てた後の土地の利活用については検討する会を設け
て協議していく
○静岡市、早川町、川根本町の3自治体で構成している

青部吊り橋

青部バイパストンネル工事土捨場
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質
問

茶
茗
舘
の
管
理
・

運
営
方
針
は　

①
町
が
直

接
管
理
・
運
営
す
る
理
由

は
②
お
茶
に
特
化
し
た
施

設
と
し
て
い
く
と
い
う
運

営
方
針
の
転
換
は
③
川
根

茶
の
情
報
発
信
基
地
と
し

て
の
設
置
目
的
の
実
現
は

町
長

①
川
根
本
町
の
お

茶
を
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要

で
、
こ
れ
が
行
政
の
責
任

だ
と
感
じ
、
町
が
直
接
管

理
・
運
営
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
②
銘
茶
川
根
茶
を

し
っ
か
り
普
及
啓
発
し
て

い
く
施
設
で
あ
る
と
町
民

も
来
訪
者
も
意
識
し
て
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
施

設
が
町
に
必
要
と
考
え
た
。

③
茶
茗
舘
に
川
根
茶
の
流

通
販
売
の
情
報
を
集
め
、

お
客
様
の
希
望
に
即
し
た

案
内
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

質
問

豊
か
な
自
然
環
境
、

歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
①
「
南
ア
ル

プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
」
へ
の

登
録
等
を
ど
の
よ
う
に
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
、
住

民
の
こ
の
地
で
暮
ら
す
誇

り
、
意
識
の
高
揚
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
②
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進

事
業
の
成
果
と
こ
れ
か
ら

実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る

啓
発
事
業
、
推
進
資
源
調

査
の
方
法
・
内
容
は
③
景

観
保
護
条
例
制
定
の
考
え

は
あ
る
か
。

町
長

①
川
根
本
町
ま
ち
、

ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
中
で
推
進
し
て
い

き
た
い
。
誇
り
や
意
識
の

醸
成
と
い
っ
た
情
緒
的
な

部
分
も
大
切
だ
が
、
あ
わ

せ
て
子
育
て
・
医
療
・
教
育

な
ど
の
環
境
、
あ
る
い
は

多
様
な
就
労
・
定
住
環
境

の
満
足
度
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
登

録
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て

す
ぐ
に
何
か
変
化
す
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
今

ま
で
の
文
化
、
生
活
、
生

業
を
継
承
で
き
る
仕
組
み

を
官
民
で
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
最
も
重
要
な
も
の

と
感
じ
て
い
る
。
啓
発
事

業
と
し
て
は
、
外
に
向
け

て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
の
ぼ
り
等

を
掲
出
し
、
町
民
に
は
地

域
資
源
解
説
本
を
作
成
し

て
配
付
し
て
い
く
。
ま
た
、

出
前
講
座
を
実
施
し
て
町

の
素
晴
ら
し
い
資
源
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
機
会
を

作
り
た
い
。
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
大
井
川
鐵

道
沿
線
に
駅
を
起
点
に
、

地
域
に
入
り
込
ん
で
い
け

る
コ
ー
ス
を
何
か
所
か
設

定
す
る
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
の
方
々
が
観

光
客
を
案
内
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
を
関
係
者
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。
③
来

年
度
町
内
に
２
か
所
ほ
ど

南
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク

と
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
へ
の
加
盟
を
同
時
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
あ
る
程
度

大
き
な
看
板
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、

地
域
ガ
イ
ド
養
成
研
修
、

啓
発
出
前
講
座
も
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

推
進
資
源
調
査
と
し
て
、

次
年
度
は
大
札
山
、
山
犬

段
か
ら
沢
口
山
へ
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
登
山
に
対

応
で
き
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
可
能
性
を
調
査
し
た
い
。

③
景
観
保
護
条
例
に
つ
い

て
は
、
景
観
計
画
策
定
を

進
め
る
中
で
方
向
性
を
考

え
て
い
き
た
い
。

本年度から町直営となるフォーレなかかわね茶茗舘

中澤　莊也 議員

問
○茶茗舘の管理・運営方針は
○豊かな自然環境、歴史・文化を生かしたま
ちづくりとは

答
○川根茶のPRは、町が責任を持って行うべき
　川根茶のインフォメーション機能の強化が重要
○南アルプス・川根本町の資源をわかりやすく解説した本を
作成し、全戸に配付　出前講座も実施

日本一短いトンネル（保安）
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質
問

平
成
28
年
度
予
算

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
行

政
の
考
え
を
伺
う
。

商
工
観
光
業
の
予
算
に
重

点
配
分
が
見
ら
れ
る
が
、

南
部
地
区
（
中
川
根
）
の

観
光
の
こ
れ
か
ら
の
見
通

し
を
伺
う
。

町
長

大
鐵
沿
線
周
遊

コ
ー
ス
構
築
、
各
駅
を
基

点
に
地
域
資
源
を
巡
る
観

光
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
考

え
で
模
索
す
る
。
徳
山
の

桜
は
商
工
会
や
地
域
で
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
賑
わ
い

を
創
出
し
て
い
る
が
、
観

光
的
に
言
え
ば
、
も
っ
と

も
っ
と
桜
を
植
栽
し
て
徳

山
地
域
が
桜
の
名
所
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
が
出
来
上
が

り
、
地
域
の
人
々
の
思
い

を
ひ
と
つ
に
し
て
植
栽
活

動
を
率
先
し
て
行
う
運
動

が
起
き
れ
ば
、
町
と
し
て

は
苗
木
な
ど
を
、
少
な
か

ら
ず
支
援
す
る
。

質
問

町
外
か
ら
の
通
勤

者
の
町
内
定
住
を
促
進
さ

せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

子
育
て
世
代
の
居

住
空
間
の
充
実
を
図
る
た

め
の
助
成
制
度
の
拡
充
、

配
偶
者
等
が
暮
ら
し
や
す

い
環
境
整
備
、
総
合
的
に

ま
ち
の
魅
力
を
向
上
し
家

族
全
員
で
こ
の
町
に
住
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

質
問

27
年
度
出
生
率
低

下
を
ど
の
様
に
捉
え
、
教

育
や
子
育
て
支
援
関
係
の

予
算
に
反
映
さ
せ
る
か
伺

う
。

町
長

27
年
度
出
生
数
は

16
人
で
あ
る
。
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
、

子
育
て
し
や
す
い
町
づ
く

り
を
目
指
す
。
事
業
と
し

て
は
本
格
的
に
実
施
を
し

て
お
り
、
学
校
教
育
の
充

実
、
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
町
の
教
育
の
魅

力
を
図
る
。

質
問

創
生
戦
略
を
含
め
、

第
２
次
総
合
計
画
の
思
い

と
計
画
策
定
ア
ン
ケ
ー
ト

の
採
用
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
翌
年

度
の
基
本
計
画
に
策
定
さ

れ
た
際
に
資
料
と
し
て
記

載
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

質
問

各
分
野
に
町
民
の

積
極
的
な
地
域
参
画
は
。

町
長

来
年
も
各
学
校
の

支
援
員
と
し
て
地
域
の
皆

様
に
活
躍
し
て
頂
く
。
各

学
校
行
事
の
開
催
に
は
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
も
学
校
の
役

割
は
大
切
。
Ｒ
Ｇ
授
業
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
子
育
て
を
し
て
い
こ
う

と
す
る
若
い
皆
様
に
誤
解

の
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り

伝
え
て
い
く
。
介
護
福
祉

等
も
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

等
を
実
施
し
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
協
力
し
て
い

た
だ
く
中
で
町
民
に
社
会

参
加
を
促
し
た
い
。

質
問

町
内
小
中
学
校
の

施
設
を
含
め
老
朽
化
し
た

公
共
の
建
物
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長

学
校
校
舎
は
本
川

根
中
で
約
46
年
経
過
、
最

も
新
し
い
中
川
根
中
で
も

約
32
年
が
経
過
し
て
い
る
。

耐
震
化
率
は
１
０
０
％
で

あ
る
が
、
経
年
劣
化
に
よ

る
建
物
の
痛
み
も
目
立
ち
、

修
繕
等
が
必
要
な
個
所
も

か
な
り
の
数
が
出
て
く
る

可
能
性
が
大
き
い
。
建
設

当
時
の
児
童
・
生
徒
数
よ

り
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。

今
後
改
築
等
含
め
た
対
策

が
必
要
な
状
況
。
公
共
施

設
等
に
つ
い
て
も
長
期
的

な
視
点
を
も
っ
て
更
新
・

統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど

を
計
画
的
に
管
理
す
る
た

め
、
総
合
管
理
計
画
の
策

定
業
務
を
行
っ
て
い
く
。

野口　直次 議員

問
○28年度予算の実施に当たり考えを伺う
　27年度出生数低下、南部地区観光、通勤等
○第２次総合計画の思いを伺う
　アンケート調査結果、教育、子育て等

答
○徳山の桜は観光的に言えば、まだまだ植栽活動必要苗木等
を支援する　出産予定数16人
○全校が築30年以上、児童大幅に減少、今後学校施設を含
め公共施設等対策必要に

中央小学校
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質
問

消
費
税
８
％
以
来
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
ま
す
ま

す
格
差
を
広
げ
、
庶
民
の

暮
ら
し
は
収
入
減
と
医
療・

介
護
負
担
増
、
物
価
高
で

火
の
車
だ
。
自
公
政
権
は
、

福
島
原
発
事
故
を
教
訓
と

せ
ず
原
発
再
稼
働
を
進
め
、

憲
法
９
条
も
変
え
て
戦
争

す
る
国
を
目
指
す
な
ど
、

多
く
の
国
民
の
願
い
と
溝

を
深
め
て
い
る
。
町
政
で

も
、「
町
の
元
気
が
な
く

な
っ
た
。
子
供
は
少
な
く
、

若
者
は
出
て
行
き
、
年
寄

り
ば
か
り
の
町
に
な
っ
て

い
く
、
こ
の
町
は
大
丈
夫

か
」
と
、
不
安
の
声
が
高

ま
っ
て
い
る
。
国
政
は
選

挙
で
変
え
る
し
か
な
い
が
、

町
政
は
、
町
長
の
考
え
次

第
で
町
民
を
元
気
に
出
来

る
。
前
向
き
な
答
弁
を
期

待
す
る
。
①
町
民
の
合
意

で
始
め
た
と
は
言
え
な
い

高
度
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
の
費
用
対
効
果
と
今

後
計
画
し
て
い
る
利
活
用

で
予
測
さ
れ
る
費
用
は
。

②
聞
き
に
く
い
と
不
評
の

か
わ
ね
フ
ォ
ン
の
改
善
を
。

③
年
間
３
千
万
円
近
い
か

わ
ね
フ
ォ
ン
維
持
管
理
の

運
営
業
者
へ
の
支
払
い
は

町
財
政
を
圧
迫
し
、
町
民

に
必
要
な
福
祉
や
医
療
・

教
育
の
し
わ
寄
せ
と
な
る
。

無
償
貸
与
の
相
殺
と
す
る

よ
う
運
営
業
者
と
再
協
議

を
。

町
長

①
約
17
億
円
か

か
っ
た
。
利
活
用
で
は
28

年
度
予
算
に
Ｉ
Ｔ
キ
ャ
ン

プ
や
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

養
成
で
数
十
万
円
計
上
。

本
格
的
な
利
活
用
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
利
活
用
検
討
委
員
会
の

報
告
書
に
基
づ
き
各
課
で

検
討
し
て
補
正
予
算
等
に

計
上
す
る
。
住
民
に
喜
ん

で
も
ら
え
れ
ば
費
用
対
効

果
は
大
き
い
。
②
「
か
わ

ね
フ
ォ
ン
」
は
文
字
放
送

が
主
体
で
不
在
で
も
受
信

情
報
が
確
認
で
き
る
。
緊

急
情
報
は
音
声
放
送
す
る

が
携
帯
の
メ
ー
ル
や
テ
レ

ビ
字
幕
、
Ｊ
－
ア
ラ
ー
ト

で
も
確
認
で
き
る
。
③
か

わ
ね
フ
ォ
ン
は
町
民
へ
の

貸
与
で
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
に
は

入
っ
て
い
な
い
。
想
定
外

の
事
態
に
な
ら
な
い
限
り

町
民
か
ら
利
用
料
金
を
頂

く
こ
と
は
な
い
。
現
在
、

通
話
料
無
料
の
電
話
と
し

て
利
用
さ
れ
嬉
し
い
と
い

う
声
が
届
い
て
い
る
。
鈴

木
議
員
は
嬉
し
い
と
い
う

声
は
聞
か
な
い
の
か
。

質
問

残
念
な
が
ら
聞
か

な
い
。
差
し
込
み
を
抜
い

て
い
る
人
や
、
か
わ
ね

フ
ォ
ン
を
入
れ
て
い
な
い

１
０
０
世
帯
程
へ
の
緊
急

情
報
を
ど
う
す
る
の
か
。

町
長

入
れ
な
け
れ
ば
災

害
時
に
大
変
と
い
う
こ
と

を
Ｐ
Ｒ
し
、
福
祉
関
係
な

ど
重
要
な
情
報
が
届
か
な

い
こ
と
が
な
い
よ
う
指
示

す
る
。

質
問

28
年
度
予
算
で
①

若
者
の
雇
用
を
増
や
し
、

結
婚
・
子
育
て
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
は
。
②
町
民
の

負
担
増
を
避
け
、
町
民
が

元
気
に
活
躍
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
は
。

町
長

①
企
業
等
と
連
携

し
て
若
者
が
働
き
や
す
い

新
た
な
仕
事
や
、
雇
用
の

場
の
確
保
に
努
め
る
。
②

こ
の
町
に
適
し
た
一
点
突

破
と
し
て
次
は
何
を
や
る

か
と
い
う
中
で
、
給
食
費

や
保
育
料
を
ど
う
す
る
か

考
え
た
い
。

質
問

大
鐵
乗
車
料
金
の

補
助
創
設
を
。

町
長

近
日
中
に
、
大
井

川
鐵
道
株
式
会
社
に
よ
り

大
井
川
鐵
道
の
あ
り
方
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
の

結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

検
討
し
た
い
。

鈴木多津枝 議員

問
○多額な情報基盤事業の費用対効果は
○28年度予算の若者・子育て支援拡充は
○町民が乗りやすいよう大鐵の運賃補助を

答
○住民に喜んで頂ける利活用が費用対効果だ
○企業と連携し若者の新たな雇用の場の確保に努める
○大鐵のアンケート結果を見て支援方法を検討する

徳山聖母保育園の通園風景
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私
は
昨
年
、
農
林
事
務

所
の
林
業
担
当
者
か
ら
指

導
林
家
へ
推
薦
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
農
林
漁
業
の
振
興
を

目
的
に
各
分
野
で
活
躍
し

技
術
や
文
化
の
伝
承
を
期

待
さ
れ
る
農
業
経
営
士
、

青
年
農
業
士
、
指
導
漁
業

士
、
青
年
漁
業
士
、
指
導

林
家
、
青
年
林
業
士
、
農

山
漁
村
と
き
め
き
女
性
を

認
定
す
る
も
の
で
す
。
突

然
の
話
に
び
っ
く
り
し
、

何
よ
り
特
別
な
実
績
も
な

い
こ
と
で
戸
惑
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
既

に
指
導
林
家
を
経
験
さ
れ

て
い
る
林
業
研
究
会
の
先

輩
方
に
、
や
っ
て
み
て
は

と
背
中
を
押

さ
れ
、
推
薦

を
お
受
け
す

る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

振
り
返
っ

て
長
年
所
属

し
て
い
る
林

業
研
究
会
で

は
、
以
前
は
、

い
い
木
を
育

て
る
、
育
林

に
力
を
注
い

で
い
ま
し
た

が
、
時
代
の
変
化
に
伴
な

い
、
自
ら
木
を
伐
り
出
す

技
術
の
習
得
へ
と
研
修
内

容
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
数
人

で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
行
な

う
作
業
も
多
く
、
意
志
疎

通
を
欠
け
ば
重
大
な
事
故

に
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

改
め
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
を
活
か

し
、
私
は
数
年
前
か
ら
、

林
業
の
新
規
就
業
者
の
研

修
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

人
に
説
明
し
た
り
、
教

え
た
り
は
苦
手
な
私
で

し
た
が
真
剣
に
聞
い
て

く
れ
る
研
修
生
と
向
き

合
う
こ
と
で
教
え
る
側

も
真
剣
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
始

ま
っ
た
木
の
駅
事
業
で
、

安
全
技
術
講
習
会
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
参
加
者

は
、
実
際
に

作
業
さ
れ
て

い
る
方
か
ら

初
心
者
の
方

ま
で
様
々
で

し
た
が
、
受

け
口
、
追
い

口
、
ツ
ル
と

い
っ
た
基
本

を
実
技
を
混

じ
え
た
説
明

に
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て

く
れ
ま
し
た
。
後
に
集
荷

が
無
事
故
で
終
了
し
た
事

を
聞
き
、
ひ
と
安
心
し
ま

し
た
。
講
習
会
が
安
全
に

繋
が
っ
て
い
る
の
な
ら
役

目
を
果
た
せ
た
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
森
林
や
林
業
が
見

直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎
指
導
林
家

�

（
創
設
平
成
17
年
）

模
範
と
な
る
林
業
経
営
を

行
い
林
業
後
継
者
の
育
成

に
指
導
的
役
割
を
果
た
し

て
い
る
者
。

◆
認
定
要
件

・�

地
域
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
林
業
経
営
を
行
っ

て
い
る
者

・�

人
格
・
見
識
が
優
れ
て

い
る
者

・�

林
業
後
継
者
の
育
成
指

導
に
理
解
が
あ
り
、
積

極
的
に
指
導
活
用
が
で

き
る
者

・�

概
ね
10
年
以
上
の
林
業

経
験
を
有
し
、
将
来
と

も
地
域
林
業
を
先
導
す

る
中
核
的
な
存
在
と
な

る
と
認
め
ら
れ
る
者

・�

満
45
歳
以
上
65
歳
未
満

の
者

県
内
の
指
導
林
家
は
現
在　

平
成
27
年
度
ま
で
の
認
定

数
38
名
（
現
役
数
35
名
）

木
と
向
き
合
う

�

指
導
林
家　

森 

下 

一 

淑

受
け
口
高
さ
の
2
／
3
程
度

追い口

1/3～1/4

90°
30°～45° 受け口高さ

受け口

つる 1/10 追い口が開く

受け口が
つぶれる

伐倒方向

安全確認　チームワークが第一

木の駅事業　間伐財の積み込み作業
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NPO法人グリーンバレー（大南理事長）の移住・交流推進事業 
～ 神山町における移住・交流「神山プロジェクト」の取り組み ～
○サテライトオフィスの誘致（ＩＴ、映像、デザイン等働く場所を選ばない企業の誘致）
　神山町では早期の光ファイバー網整備により、新会社設立、本社移転で12社がサテライトオ
フィスを設置し、30名を新規雇用。３年後までに30名程度の新たな雇用が見込まれる。
○ワークイン・レジデンス（町の将来にとって必要になる働き手や起業者の誘致）
　移住希望者と空き家をマッチングさせる方法で「誰でもいいから来てください」ではなくて
「ここでパン屋を開業しませんか」「この家をオフィスとして使いませんか」というように、仕事
ごとに、来て欲しい人を逆指名する画期的な事業であり、７年間80名が移り住んだ。
○神山塾（求職者支援訓練による後継人材の育成）
　ホームステイをしながら、地域づくりの活動を通じてイベント事
業のノウハウやスキルを学ぶ職業訓練の場。６ヶ月間の求職者支援
訓練で６期77名が終了。終了生の移住率約50％サテライトオフィス
雇用10名。10組のカップルが誕生してます。

『平成20年～26年中に85世帯147人移住』

葉っぱビジネスで町おこし、インターンシップ事業で後継者を！ 
～ 上勝町における「彩（いろどり）事業」の取り組み ～

○�「彩（いろどり）」とは、もみじ、柿、南天、椿の葉っぱや梅、桜、桃の花などを料理のつま物
として商品化したものです。当時農協職員の横石知二氏（現・株式会社いろどり社長）が
「彩」と名づけ昭和61年にスタートし、試行錯誤、努力奮闘の末、販売額2億6000万円「つま
物」全国シェア70～80％を占め、年収1000万円以上稼ぐおばあちゃんもいます。
・�生産者、農協、市場をネットワークで結び、受発注情報、全国の市況情
報を迅速に共有し需要に応じて葉っぱを供給している。
・�彩事業は、生産者・農協・㈱いろどりの３社が一体となって運営されて
います。また平成24年から出荷受注業務に、高齢者でも使いやすいシス
テム構築のタブレットを導入しました。
○�インターンシップ事業は、農家の後継者を呼び込むための体験研修です。
平成22年事業開始から５年間で500名を超える若者が全国各地から集ま
り、30名以上が町内に移住・就業してます。

『葉っぱビジネス、インターンシップ事業で高齢者が元気に！』
　

議
員
が
企
画
運
営
す
る

５
回
目
の「
視
察
報
告
会
」

両
日
で
30
名
の
方
々
が
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

議
員
が
作
成
し
た
資
料
や

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
報

告
を
行
っ
た
後
、
視
察
に

関
す
る
質
疑
応
答
、
行
政

施
策
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と

あ
わ
せ
て
ご
く
一
部
で
す

が
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎�

報
告
会
で
興
味
を
も
っ

た
・
参
考
に
な
っ
た
内

容（
丸
数
字
は
多
い
順
）

①�

Ｉ
Ｔ
企
業
に
よ
る
働
き

の
創
造
（
神
山
町
）

②�

移
住
・
交
流
施
策　
　

（
美
波
町
）

③�

葉
っ
ぱ
産
業
の
町
お
こ

し
（
上
勝
町
）

③
伊
座
利
地
区
の
取
組
み

③�

創
造
的
過
疎
に
よ
る
地

域
再
生
（
神
山
町
）

④�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
（
上
勝
町
）

２
月
19
日
～
20
日

 

町
内
２
会
場
で
開
催

 

視
察
報
告
会

　昨年10月28日～30日、12名の町議会議員で徳島県の中山間
地へ視察に行って来ました。どの町においても、少子高齢化・
過疎化が進む中、行動力あるリーダーのもと、地域資源を活
かした移住定住対策で大きな成果を上げています。川根本町
の今後の取り組みに大いに参考となり、充実の３日間でした。

熱い思いと行動力…とにかく始めろ！　資源を活かした中山 間地の人口減少対策に学ぶ

町議会議員の　徳 島 県 行 政  視 察 報 告
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美波町ウェルかめ（移住交流）コーディネイターの活動 
～ サテライトオフィス I N 美波の取り組み ～

○�平成23年８月より、光ファイバー網を活かした企業誘致に取り組み、平成24年５月に美波町出
身のサイファー・テック㈱吉田社長が、サテライトオフィスを開設。現在サテライトオフィス
進出企業12社、数社が検討中。地域ぐるみでサテライトオフィスの定着、誘致の拡大に取り組
み、美波町の魅力を世界中に情報発信し、地域の活性化に繋げる取り組みをしてます。
○�ウェルかめ（移住交流）コーディネイター小林陽子さんの活動
　新聞販売店経営の世話好きな小林さんは、30年前から個人的に移住の相談を
受け、空き家情報の提供や家主との交渉・仲介、移住後の相談相手となり移住
者支援の活動をしてきました。平成25年からコーディネイターを委嘱され、移
住交流者への相談及び支援、空き家情報の収集及び提供、移住交流支援策の提
案、サテライトオフィスの支援等に活躍しています。

『サテライトオフィス12社 移住者53名』

「おいでよ海のがっこうへ」　一日漁村体験イベントで留学生募集 
～ 小さな漁村の奇跡の復活、伊座利地区「自立」の取り組み ～

○�美波町内に50世帯人口100人の伊座利地区があります。伊座利校が廃校の危機となり、学校存
続を陳情するも行政の反応は鈍く「行政が頼れないなら自分たちが」と、公的な補助や支援を
受けず、県内外の親子連れを対象に留学生募集に取り組み、70人を超える漁村留学生が転校し
てきました。移住者を選定し面接で決め、留学生は親も一緒に転入しなくてはなりません。伊
座利地区では、行政からの指導等は一切なく、伊座利地区独自で自治活動をしています。
○全住民参加で伊座り地区「自立」の取り組み
・�「一日漁村体験留学」は県内外の親子連れが対象で定置網漁、
漁船クルージング、磯遊び等を通して留学生を募集。
・�「海女ちゃん養成講座」は18歳～40歳までの女性が対象。海女
の新たな担い手、独身男性との出会いづくりで移住者の募集。
・�「伊座利カフェ」は県内外から年間15000人が訪れる人気店。
その他「配食サービス」「ポイ捨て罰則」等の独自の活動を
している。

『伊座利住民の６割が移住者！』

◎
ご
意
見
ご
感
想
な
ど

・�

ど
の
町
も
頑
張
っ
て
い

る
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
川
根
本
町
で

は
何
が
欠
け
て
る
の
で

し
ょ
う
か

・�

視
察
研
修
も
大
切
だ
と

思
う
が
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
実
行
に
移
す
べ

き
時
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

・�

発
表
で
言
わ
れ
る
と
お

り
人
づ
く
り
が
急
務
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

・�

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

で
き
な
い
理
由
よ
り
、

で
き
る
方
法
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・�

地
域
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

・�

上
勝
町
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
、
神
山
町

の
神
山
塾
の
事
業
は
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
若

者
や
町
外
者
が
、
こ
の

町
に
来
る
取
り
組
み
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

・�

町
に
対
す
る
危
機
感
を
、

私
た
ち
町
の
職
員
も
念

頭
に
業
務
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

熱い思いと行動力…とにかく始めろ！　資源を活かした中山 間地の人口減少対策に学ぶ

町議会議員の　徳 島 県 行 政  視 察 報 告

小林陽子さん
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皐
月
の
空
の
吹
き
流
し
、
穏

や
か
な
初
夏
の
訪
れ
な
の
に
、

何
か
も
の
言
い
た
い
そ
ん
な
気

が
す
る
季
節
感

　

議
会
も
今
は
第
二
回
定
例
会

に
向
け
、
個
々
の
考
え
整
理
の

時
期

　

ふ
と
考
え
た
事

　

行
政
と
議
会
は
町
づ
く
り
の

両
輪
だ
と
良
く
言
わ
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
も
意
地
を
張
る
と
車
軸

が
同
じ
な
ら
曲
り
く
ね
っ
た
道

路
を
走
行
す
る
と
、
回
転
す
る

タ
イ
ヤ
は
摩
擦
で
た
ち
ま
ち
減

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
人
間
の
英
知
が
発
揮

さ
れ
る
の
で
す
。
自
動
車
の
内

輪
格
差
を
無
く
す
為
デ
フ
ァ
レ

ン
シ
ャ
ル
ギ
ヤ
の
登
場
で
す
。

そ
の
役
目
が
誰
な
の
か
今
、
議

会
の
一
人
一
人
が
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
時
代
は
動
い
て
い

ま
す
。

　

今
の
自
動
車
は
そ
れ
以
上
の

装
置
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
デ
フ（
ハ
イ
ス
ピ
ー

ド
走
行
で
の
内
輪
ス
リ
ッ
プ
を

制
限
す
る
装
置
）
自
分
一
人
で

は
内
輪
外
輪
格
差
は
防
げ
ま
せ

ん
。
今
後
の
課
題
は
山
積
で
す
。

�

Ｔ
・
Ｎ

◆ 6月定例会の日程 ◆

○会議会場は役場本庁３階です。
○�日程は変更することもありますので、詳しくは�
議会事務局（56-2229）までお問い合わせください。

６月９日 木
9：00～ 本会議（定例会・初日）

本会議終了後 全員協議会

16日 木
9：00～ 本会議（定例会・２日目）

本会議終了後 議会運営委員会

24日 金 9：00～ 本会議（定例会・最終日）

　　　２日　平成28年第１回臨時会
　　　３日　リニア中央新幹線説明会
　　　14日　生涯学習のつどい
19日～20日　議員視察研修報告会

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴にお出かけください。

　　　２日　第１回定例会開会（～24日迄）
３日～９日　予算特別委員会
17日～20日　町内幼・小・中学校卒業式
　　　30日　若者交流センター落成式

議 会 日 誌
2月

サテライトオフィスをわが町にも

3月

第一小学校卒業証書授与式

編
集
後
記

完成した若者交流センター奥
おうる

流

　

若
者
交
流
セ
ン

タ
ー
が
三
月
三
十

日
に
落
成
し
ま
し

た
。
川
根
高
校
に

新
た
に
二
十
四
名

の
留
学
生
が
町
外

よ
り
私
達
町
に
勉

学
の
場
と
し
て
来

て
頂
け
ま
し
た
。

　

高
齢
化
の
高
い

町
で
す
。
若
者
の

参
入
で
少
し
は
率

が
下
が
る
で
し
ょ

う
。

議員先進地視察報告会

お詫び
議会だより第41号（平成28年２月発行）３ページの公の施設の指定管理者の指定期間の記載に誤りがありました。
正しくは、３年間となります。
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※「議会だより」は再生紙を使用しています


